障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


講義のねらい　
（１）障害者虐待における虐待被害者の立場からの虐待の実情を学ぶ。
（２）その上で、障害者虐待を防止するために支援者に必要な虐待のとらえ方と基本的視点を学ぶ。

講義内容とポイント（計８０分）
	講義内容
	ポイント
	使用するもの
	時間配分


	１．障害者虐待における基本的視点


	(1) どこでも虐待は起きる

(2) 自覚がなくても傷ついている

(3) ｢指導｣｢療育｣の名の虐待(連続性の錯覚)

(4) 親の言葉を免罪符にしない

(5) まず避難させる(安全確保)

(6) 見て見ぬふりが虐待を助長する(早期発見・早期対応)

(7) 喧嘩両成敗という罪

(8) 虐待者も苦しんでいる？

(9) チームで取り組む

(10)長期的視点に立った支援
	レジュメ
	80分

	２．障害者虐待のとらえ方と判断


	(1) 困難が生じている事実に着目する

(2) 虐待しているという｢自覚｣は問わない

(3) 障害者本人の｢自覚｣は問わない

(4) 親や家族の意向と本人の気持ちは違う場合がある
	
	

	３．解決に向けて


	(1) 事実の解明

(2) 救済とケア

(3) 納得

(4) 社会化
	
	


講義で使用するもの

・資料集
講義にあたっての留意事項
なし
参考文献

○野沢和弘著「なぜ人は虐待するのか　Sプランニング　２００６年

○ＮＰＯ法人ＰａｎｄＡ－Ｊ編

・「障害者虐待防止マニュアル～行政・支援者が障害者虐待に適切に対応するために～」２００９年
・「親のための虐待対応マニュアル」　２００９年
・「こんなときどうする～マンガで見る虐待事例集」　２０１０年

※研修会当日はパワーポイントを使用した講義となりました。上記「講義内容とポイント」とは内容が異なりますのでご注意ください。




科目名　障害者虐待の現場から（講義）




















